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審    査    の    要    旨 
 
 本論文は、吉野作造に先んじて「民本主義」という言葉を生みだした茅原華山を中心に結成された益
進会が発行した雑誌『第三帝国』の思想を、メディア史や社会史の手法を取り入れながらひとつの「集
団の思想史」として初めて描き出したきわめて意欲的な作品である。とりわけ、茅原の主張した「益進
主義」の思想形成過程を欧米外遊の意義とあわせて解明した点、読者として同誌を支えた地方青年の関
心の所在と実態を誌面分析と在地の史料に基づいて詳細に明らかにした点、「模範選挙」運動とその後
の同会の分裂、『第三帝国』の廃刊を関連づけて把握した点、そして、分裂後の思想圏の広がりについ
ても的確に捕捉した点など多くの成果を挙げたことは高く評価できる。考察の時期設定が日露戦後から
大正５年までに限定されているため、いわゆる大正デモクラシー全体を視野に入れた批判的検討には及
ばなかった点や、地方青年の事例調査が秋田県にほぼ限定されている点などについては、なお課題を残
していると言わざるをえないものの、雑誌メディアに依拠した「集団の思想史」として完成度の高い本
論文の研究史上の意義をいささかも減じるものではなく、実証性に富んだ思想史研究として学界に貢献
するところが大きいと考えられる。 
平成２５年１２月２４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（３）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
